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研究成果の概要： 

本研究では，視覚情報が利用できない条件でも，より正確に空間を移動できる歩行方略を検

討するため，視覚情報を一時的に遮断した状況下での歩行中の空間認識，および歩行動作特性

について検討した．歩行中に視覚情報が利用できず，記憶を頼りに障害物をまたぐ課題（回避

課題），および障害物 があると思う位置で立ち止まる課題（到達課題）の 2 つの課題において，

障害物位置の認識の正確性を比較検討した．その結果，その結果，課題間で僅かな違いが見ら

れたものの，いずれの課題においても実際よりも手前の位置に障害物があると認識しているこ

とがわかった． 
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１．研究開始当初の背景 
 

高齢者による歩行中の転倒事故は，寝たき

りにつながる深刻な社会問題となっており，

その対策が急務となっている．これまでスポ

ーツ科学領域が主として貢献してきたのは，

筋力増加や歩行訓練など，転倒予防に向けた

運動トレーニングの開発であった．一方で，

転倒事故に関する統計調査によれば，転倒事

故の直接的な要因として，筋力といった運動

機能の低下に加えて，知覚・認知機能の低下

が大きな問題となっている．このような現状

に対して，高齢者の歩行中の知覚機能をトレ

ーニングによって改善し，転倒を防止しよう

という発想は極めて少ない．  
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スポーツ科学の領域では，知覚的な特性を

鍛えることで，運動パフォーマンスを向上す

るという考え方が定着しつつある．例えば動

的な視覚機能のトレーニング（いわゆるスポ

ーツビジョン），閉眼中の運動遂行による身

体感覚機能のトレーニングは，その典型事例

である．本研究では，スポーツ科学領域にお

ける知覚トレーニングの成果を高齢者の歩

行訓練に活かし，知覚機能改善による転倒予

防の可能性について検討するための，基礎的

検討を行うことにある． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，視界が制限された状況での転

倒防止策を考える為，視覚情報を一時的に遮

断した状況下での障害物回避動作の特性に

ついて検討した．Patla＆Greig (2006) は，歩

行中に視覚情報が利用できず，記憶を頼りに

障害物をまたぐ場合，またぎ動作の開始位置 
(Foot placement) が障害物から著しく遠くな

る事を指摘した．この結果，歩行中の視覚情

報は，特に障害物位置の認識に不可欠である

事を示している．これに対して Andre＆
Rogers (2006) は，障害物 (ターゲット) の位

置で立ち止まる課題の場合，視覚情報が利用

できなくても障害物位置の認識は正確であ

る事を示した．本研究では複数の実験を通し

て，この矛盾した結論が単に課題条件の違い

によるものか，それとも課題の性質 (またぐ

か，立ち止まるか) によって視覚情報の必要

性が異なるのかを検討した．特に，歩行開始

前に障害物を視認する時間と，視覚情報の遮

断後，歩行開始までの時間を統一した上で，

2 つの課題における障害物位置の認識の正確

性を比較検討した． 
 
３．研究の方法 
 

代表的な実験の手続きは以下の通りであ

った（実験参加者は健常成人 10-15 名）実験

は 6m の歩行通路で行った。歩行開始距離か

ら 4.5～5m の位置に、高さ 15ｃｍのスポンジ

製障害物を設置した。実験参加者が歩行開始

位置で障害物の位置を３秒視認した後、液晶

シャッターゴーグルにより視覚情報を遮断

し，その 1 秒後に歩行を開始した。 
 
実験参加者は 2 つの課題をおこなった 図

1)。１つは歩行中に視覚情報が利用できず，

記憶を頼りに障害物をまたぐ課題（回避課

題）であり、もう 1 つは障害物 があると思

う位置で立ち止まる課題（到達課題）であっ

た。歩行開始後に障害物が取り除くことで、

正確に課題を遂行したかどうかのフィード

バックを与えずに課題を遂行した。実験試行

数は、各課題において、視覚情報 2 (あり・な

し) ×距離 2 (3.5m・4.5m) ×繰り返し 5 試行の

20 試行であった。 
 
 
（a）到達課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
（b）回避課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1．障害物回避課題（上）と到達課題（下）

の概略．障害物位置の視認後，視覚情

報を遮断して歩行を開始する手続きは，

両課題で共通．障害物位置でまたぎ動

作を実行するか，立ち止まるか，課題

により異なった． 
 
 
４．研究成果 

 
回避課題における障害物位置の認識の正

確性は、視覚情報が利用できる条件とできな
い条件での障害物の踏み切り位置 (Foot 
placement) の差分値と定義した。到達課題に
おける正確性では、実験参加者が立ち止まっ
た位置でのつま先と障害物との距離と定義
した。 

 
実験の結果、障害物到達課題における Foot 

placement の値が有意に小さくなることがわ
かった。この結果は、先行知見の結果と一致
した。但し 2 つの課題における Foot placement
の違いは、わずか 7cm 程であった。この結果
から、2 つの課題では大きく課題特性が異な
るというよりは、むしろ比較的類似した結果
であると結論づけるのが妥当であろう（図 2）。 

回避課題と到達課題において Foot 



 

 

placement の個人差が非常に大きいことがわ

かった．そこで，到達課題において障害物位

置の認識の正確性が低かった参加者を対象

に，その障害物回避動作の特性を検討した結

果，障害物直前の歩幅は小さく，かつ歩行速

度が遅くなった．位置の認識が不正確な参加

者は，このような歩幅や速度の変化を十分に

考慮できていないため，障害物に届かない位

置で，回避動作を開始してしまうものと考え

られる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．障害物回避課題（上）と到達課題（下）
における障害物位置の認識の正確性
（Foot Placement）の違い．到達課題の
ほうが有意に値が小さくなったものの，
その差は非常にわずかであった． 

 
 
本研究により，視覚情報を利用できない状

況下で障害物回避動作をおこなう場合，たと

え若齢健常者でも，障害物位置の認識が不正

確になる傾向にあった．高齢者の場合，知覚

機能の低下によって，若齢健常者よりもさら

に障害物位置の認識が不正確になり，視覚情

報が利用できない状況下での転倒事故が多

くなることが予想される． 
 
位置の認識が不正確な参加者は，このよう

な歩幅や速度の変化を十分に考慮できてい

ないため，障害物に届かない位置で，回避動

作を開始してしまうものと考えられる．従っ

て，視覚情報が利用できない状況では，たと

えば認識上の障害物位置よりも 1 歩先に障害

物があるものとして歩行するといった方略

が有効かもしれない． 
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